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第1727回例会
令和４年９月15日（12：30～13：30）

○ソング
　◦我等の生業
○ビジター
　白河市文化振興課 課長　小峰由紀子様
　白河市文化振興課 主任主査　根本幸子様
○スマイルBOX
　◦高畠裕会長（白河市役所文化振興課・小峰課長様、根本主任主査様、本日はありがとうございました。遅れ

ました事、大変申し訳ございません。佐藤会長エレクト、会長の時間の「お月見泥棒」のお話ありがとうござ
いました。）

　◦佐藤幸彦会長エレクト（会長代行をさせて頂きました。白河市役所文化振興課・小峰様、本日はありがとう
ございました。）

　◦永野文雄会員（会長代行の佐藤幸彦会長エレクトさんご苦労様でした。ゲストの市職員さん、卓話ありがと
うございます。）

　◦成井正之会員（今週の大谷スマイルは9/12の34号1本でした。）
　◦金田昇会員（先日の第4班のホームミーティングは楽しく参加できました。前原班長、お世話になりまし

た。）
　◦水上泰真人（遅れましたが誕生日のお祝いありが

とうございました。また、先日ははじめてホーム
ミーティングに参加させていただき楽しく過ごすこ
とができました。諸橋さんはじめ、皆様ありがとう
ございました。）

　◦運天直人会員（先週の風とロック芋煮会、無事終
了しました。一週間かかりきりでしたので顔が真っ
黒になりました。決してゴルフ焼けではございませ
ん。とりあえずスマイルいたします。）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５２名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６６名

C  Ⓐの出席者数 ２５名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 １名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １１名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３７名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５８．７％

第1727回例会出席状況� （R４年９月15日)

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300



本日のプログラム

第1727回例会 令和４年９月15日（２）

■会長の時間� 佐藤幸彦会長エレクト
　皆さん、こんにちは。まず、お客さん
のほうを紹介させていただきたいと思
います。白河市役所文化振興課の小峰様
と根本様でございます。後程、お話をい
ただければと思いますので。また、詳し
いご紹介のほうは後程藤田会員のほう

からよろしくお願いしたいと思います。高畠会長、今
日議会中ということで、今終わったということでこっ
ちに向かっている最中だということなので、私が代行
させていただきたいと思います。詳しい報告等は車田
幹事のほうからあると思いますので、他愛もない話を
させていただきたいんですが、先日の中秋の名月ご覧
になったでしょうか。旧暦の8月15日を中秋と言うらし
いですが、それの名月でたまたま今年は満月でござい
ました。去年も満月であったわけでございますが、2
年続けて満月が続くというのは非常に珍しくて、来年
の中秋の名月は満月ではないそうでございます。その
中で中秋の名月ご覧になった方も多いかと思うんです
が、団子とススキを飾るという風習やってる地域がま
だいらっしゃるかと思うんですが、これはお米の収
穫、感謝、また次年度の豊作を祈願してのことでござ
います。その中で私、毎年思い出すのが皆さんお月見
泥棒ってやったことありますか。団子突っつきとか団
子かっぱらいとかって、ちょっと言葉悪いですね。言
うんですが、この風習があるのは日本でも20か所程度
しか今ないそうでございます。全国的でやってるのか
なと思ったら、小さい頃、人の家に行って軒先に団子
がピラミッドのように飾ってあるんですね。それを棒
の先に釘とかくっつけて、それをかっぱらってくるわ
けですね。それはかっぱらってくるというと言葉が悪
いですね、いただいてくるわけであります。これは一
年に一回公認されている、その盗まれるほうもいいで
すよという意味でやっている行事、風習でございまし
た。何故それが許されてるかというと、子供は月の使
者ということで、団子がなくなるということは月より
の使者、要するに子供たちが持っていくことでその家
にも良いことがあるし、子供たちにも良いことがある
というような、いろいろなネットで調べると出てくる
んですけども、一年に一回人の物を盗んでもいいよと
いう風習があります。うちの地域には昔あったんです
が、今はもうなくなってしまいました。どんどんなく
なってるのが現状だと思います。その代わり、海外に
も同じような風習がございまして、皆さんもご存じの
有名なハロウィンですね。トリックオアトリート。お
菓子をくれないといたずらしちゃうぞという意味なん
ですけども、和風ハロウィンというのがどうもお月見

泥棒で、ハロウィンのトリックオアトリートが向こう
版のその日だけはいいですよという言い伝え、風習だ
そうでございます。会長ご到着でございますので、代
行はここまでということで、引き続き本当の会長の挨
拶お願いしたいと思うので、よろしくお願いします。

■会長の時間� 高畠裕会長
　 皆 さ ん 、 こ ん に ち は 。 遅 れ て き
て し ま い ま し て 申 し 訳 ご ざ い ま せ
ん。ちょっと議会のほうが今日、常任
委員会だったので西クラブは欠席で出
しておきました。思ったより早く終わ
りましたので駆け付けました。佐藤会

長エレクト、本当にありがとうございました。出口で
ちょっと時間調整をさせていただいて、話が終わった
頃に入ろうかなと思ったんですが、せっかくネタ考え
ていただいたと思ったので。小峰課長さん、そして根
本主任主査さん、本日はようこそおいでくださいまし
た。お忙しい中、ありがとうございます。本日お二人
には、白河市で開催されておりますビエンナーレ「風
月の芸術祭in白河」を宣伝し、また文化振興係として
今後どのようなことがあるかなども含めてお話をいた
だけるということで、大変楽しみにしております。ま
た、先週ですがズームにて財団のセミナーを受けさせ
ていただきました。中目財団委員長さん、そして金田
パスト会長さん、そういった方々と一緒に受けさせて
いただいたんですが、あとは山口さんもズームで参加
していただきました。ありがとうございました。とい
うことで、大変ためになる内容でございました。こう
いった内容は、タイムリーに皆さんのほうに伝えられ
るように、今後例会のほうも展開していきたいと思い
ます。会員の方から入ったはいいが、なかなか何を
やっていいのか、どうすればいいのかということがわ
からないというお話もいただいておりますので、その
辺も含めてわかりやすく、そして仕上げとしてロータ
リー情報委員会の先輩方に詳しくその内容を詰めてい
ただくような例会も開催する予定でございますので、
どうぞ今後ともよろしくお願いしたいと思います。ま
た、ご案内行ってるとおり、米沢中央さんとの合同例
会、ゴルフコンペもありますので、奮ってご参加をい
ただければと思います。また、今皆さんの中ではホー
ムミーティングの開催でやっていただいてると思いま
すが、忌憚のない意見を報告会のほうで発表していた
だければと思っておりますので、どうぞよろしくお願
いしたいと思います。なかなか佐藤会長エレクトのほ
うにお願いした以上、ネタとして何も考えてきてませ
んでしたので、私の話もこの辺で終わりになってしま
います。この後、市役所のお二人の方々から、楽しい
お話、そしてためになるお話が聞けると思いますので、
どうぞ本日はよろしくお願いしたいと思います。
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■幹事報告� 車田裕介幹事
◦猪苗代ロータリークラブ環境保全委員IT推進委

員米山委員長　佐瀬真：令和４年度漂着水草回
収参加者申込み用紙添付

◦白河ロータリークラブ会長　渡辺友彦、幹事　
仁平賢司：年次計画書・報告書送付について

◦米山記念奨学会事務局長　柚木裕子：ハイライ
トよねやま270号

◦地区事務所　芳賀美宝子：10月開催のセミナー
について

◦ガバナー　佐藤正道、RLI委員長　佐藤榮朗：
ロータリーリーダーシップ研究会（RLI）第5期
パートⅡ開催のご案内

■委員会報告
◦地区研修委員会� 金田昇会員

　皆さん、こんにちは。地区研修委員
会に出向しております金田です。先
程、幹事報告からも報告あったんです
けれども、10月9日にロータリーリー
ダーシップ研究会、ＲＬＩの開催とい
うことでご案内が来ております。これ

につきまして、一般会員の参加も自由にできるという
ことで、締め切りがありますが是非ご参加いただきた
いなと思います。内容につきましては、ロータリーと
は何ぞやという基礎的なお話とか、あと今ロータリー
について思うことをディスカッションしたりする場に
なると思います。是非、多くの方にご参加いただい
て、より質の高いクラブ運営を進めるためにやってい
きたいなと思います。わたくしもしくは吉野さんのほ
うまでご連絡いただければよいと思いますが、多分吉
野さんが旗降って参加者を連れてってくれると思いま
すので楽しみにしております。よろしくお願いいたし
ます。

■本日のプログラム
ゲスト卓話の紹介
◦プログラム委員会� 藤田龍文委員長

　皆さん、こんにちは。プログラム委
員会の藤田です。本日のゲスト例会と
しまして、今、白河市内で開催され
ておりますビエンナーレの現代アート
展。そちらのご紹介を担当部署である
文化振興課の小峰課長と根本主査にい

ろいろご案内していただくという趣向の例会となりま
す。皆さんのお手元にこの赤いパンフレットから4部
資料がお手元に置いてあると思いますので、こちらを
ベースにしながらお話を今日は進めていただけると思
いますので。最後にいろいろ聞きたいこととか、質疑
等もあればそのお時間も取るようにしますので、是非
聞いてみたいことを聞いていただければと思います。

そのほか、ビエンナーレの開催中にいろいろな講演会
の案内も、その4部の中に入っておりますので、そち
らの出欠、興味があるなと思った方はこちらの出席
ボードを回覧しますので、こちらへ名前をご記入いた
だければと思います。それでは小峰さんからお話のほ
うよろしくお願いします。

◦白河市役所文化振興課課長� 小峰由紀子様
　皆様、改めましてこんにちは。市役
所文化振興課長の小峰と申します。先
程、紹介ありましたダブルユキコのう
ちの一人の小峰由紀子です。どうぞよ
ろしくお願いいたします。まず、今日
ご案内させていただくのはビエンナー

レということなんですが、まず私共文化振興課がどの
ような事業をやっているかということを、まず簡単に
紹介させていただきたいと思います。文化振興課とい
うことで何をやってるんだろうという感じかと思うん
ですが、文化のその名前のとおり、本当に文化、芸術
の振興なんですが幅広くて、例えばコミネス、文化施
設交流館なんですが、コミネスの管理運営をはじめ、
俳句賞の募集、表彰式ですとか、それから音楽の祭典
という子供から大人までが一堂に会して音楽の成果を
発表したり、そこを通して交流したりという事業を
行っております。それから、10月には美術展覧会。市
民とか近隣の方々が美術作品を応募して優秀作品に受
賞していただくという美術展なんかなども行っており
ます。そういった事業をしている文化振興課でござい
ますが、今日のメインはビエンナーレについてのご紹
介ということで、こういった貴重な時間をいただきま
したこと、改めて御礼申し上げます。ありがとうござ
います。それでは手元のほうに、こちら赤と白のリー
フレットが渡っているかと思います。ビエンナーレの
リーフレットでございます。今、元町、中町、天神町
の辺りを歩いていただくと、街路灯にこのようなこの
赤と白のフラッグが街路灯にかかっているのをちょっ
と見ていただいているでしょうか。そのフラッグもこ
のビエンナーレの一環で、ビエンナーレの事業の中で
中学生を対象に切り絵のワークショップ、だるまを
モチーフにした切り絵のワークショップをしておりま
して、その中学生が作った切り絵をフラッグのほうに
プリントして街路灯のほうにフラッグ付けております。
元町、中町、天神町、そのフラッグが付きまして、今
それからちょうどちょうちん祭りという時期も重なり
まして、こう町の中が何となく賑やか華やかになった
かなと思ってまして、どんどん白河を盛り上げていき
たいと思っているところなんですが、まだまだこのビ
エンナーレのＰＲ足りていないというところもありま
して、今日お話を聞いていただいた皆様には是非こち
らのビエンナーレのほう見ていただくと同時に、お知
り合いの方誘っていただき、是非鑑賞していただくと
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共にＰＲもしていただければと思っております。では
早速なんですが、そのビエンナーレビエンナーレと
さっきから言っているんですが、ビエンナーレって何
なんだろうということなんですが、ビエンナーレと
いうのは2年に一度の現代アートの芸術祭のことをビ
エンナーレと言うそうで、3年に一度ですとトリエン
ナーレと言うらしいです。ビエンナーレ2年に一度な
んですが、ビエンナーレ、そうですね、中之条ビエン
ナーレとか、越後妻有トリエンナーレとか、そういっ
た形で全国的に今、現代アートを使った芸術祭で芸術
を鑑賞していただくと同時に地域振興も行いましょう
ということで、全国的にこういう芸術祭をやってる地
域が増えてきております。白河市ですが、この2年に
一度の現代アートの芸術祭開催しておりますが、この
白河市でやる意義としましては、白河市にある歴史と
この歴史的資産を生かした、その歴史的資源、白河市
独自のものを活用して、白河市内の歴史的建造物です
とか寺院とか商店街に有名なアーティストの方が作っ
た現代アートの作品を展示するということ含めて、鑑
賞、それから体験、それから創作活働をしていただく
という芸術祭になっています。風月のビエンナーレと
言っているんですが、白河市で行ってるそのビエン
ナーレのタイトルとしては、「風月の芸術祭in白河」
という名前を付けて2年に一度の芸術祭をやっており
ます。その風月の芸術祭という風月のタイトルなんで
すが、この表紙をめくっていただいたところに、この
芸術祭は福島大学と白河市の共同事業で行っておりま
すが、芸術監督として福島大学の渡邊晃一教授を招き
まして事業のほうを行っておりますが、「風月の芸術
祭」というタイトルは、松平定信公の雅号「風月」に
由来しています。その松平定信公が市民享楽の精神、
それから自然を愛で、文化を享受するという心を伝え
ているということで、その松平定信公の雅号を使って
「風月の芸術祭」というタイトルを付けてビエンナー
レのほうを行っております。このビエンナーレ「風月
の芸術祭in白河」を開催することとなった経緯なんで
すが、そもそも福島県では2004年から開催されており
まして、開催当時福島大学が中心となって、まずは福
島市、二本松市、喜多方市、南相馬市などを2年に一
度づつ何年かけて開催してきてまして、白河市では2
年前2020年の時の第1回目として初めて開催いたしま
した。2年にいっぺんの芸術祭なので、今年が2回目と
いうことになります。福島ビエンナーレ自体は2004年
から始まっておりますので、今年がちょうど10回目と
いう区切りの年になっています。前回は2年前の白河
でやった第1回目の時は、ちょうどコロナ禍だったと
いうこともあって、なかなかＰＲして多くの方に来て
いただくこともなかなかできないということもあり、
主にオンラインで情報のほうを発信した芸術作品を見
ていただいたという経過がありますが、今年度はコロ
ナ禍ではありますけれども、感染対策を取りながら多

くの方に白河に実際に足を運んでいただいて、地域交
流、地域の活性化にも繋げたいと考えております。今
回の「風月の芸術祭」のテーマなんですが、祈りが前
回で、今回は境（Borderless）というテーマにしてお
ります。前回の祈りというのはコロナ禍であったの
で、コロナの終息を祈りながらということで祈りとい
うテーマにしましたが、今年はその表紙をめくったと
ころの芸術監督のお話にも書いてはありますが、白河
市は昔からみちのくの玄関ということの位置的な東北
と関東の境に位置するという地理的なものと、それか
らそういった白河の関があるということで昔から歌を
詠む方の憧れの地であったという白河の境という位置
的なものと、また戊辰戦争においては白河の戦いで多
くの犠牲者を出したわけなんですが、東西両軍のその
犠牲になった方、分け隔てなく今も尚弔っているとい
う境を超えた精神があるということと、現在そのコロ
ナ禍において人と人が距離を取るという、ある意味境
が生じているような中ではありますが、それに伴うと
いいますかそれとは逆と言いますか、ＡＩ技術の発達
によって瞬時に世界の人と境を超えて繋がることがで
きるという時代を迎えているということで、改めてそ
の境ということに焦点をあててこちらの芸術祭を開催
して、世界にこの白河の地で開催されている芸術祭を
発信していこうというものです。それで実際今、芸術
祭のほう開幕してるんですが、開幕は先程会長エレク
トの佐藤様からもお話があった中秋の名月のちょうど
9月10日にオープニングセレモニーを行いまして、9月
10日から約1か月間、来月の10月9日までを会期として
ビエンナーレ「風月の芸術祭」のほうを開催しており
ます。会場なんですが、こちらリーフレットのほうを
めくっていただきまして、展示会場といたしましては
白河の歴史的文化的遺産を生かしながらというところ
で、小峰城ですとか南湖公園の翠楽苑、森林公園です
ね。そういった南湖公園周辺の地区。それから、小峰
城。それから、龍興寺さん。それから、町中のほうに
来まして旧脇本陣の蔵座敷、図書館のリブラン、マイ
タウン、コミネス、それから藤田記念博物館さん、そ
れからハリストス正教会さん、今井醤油店さんですね、
歴史的建造物を利用したというところで今井醤油店さ
ん。それから二の丸茶屋などを利用しております。そ
れから、そのリーフレットの3ページのところで16番
になりますけれどもアートだるまストリートという
ことで、こちら年貢町、元町、中町、天神町、二番
町、一番町までの旧奥州街道沿いを中心に、商店街の
ショーウインドウに白河だるまのほうに有名な作家さ
ん、アーティストさんに絵付けやこう何か造作物を付
けていただいたアーティストだるまというものを作っ
ていただいて、それを商店のショーウインドウのほう
に飾っていただくという展示をしております。そちら
のアートだるまのほうが、こうちょっと場所離れてし
まう南湖地区だったり離れてしまう所はあるんです
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が、アートだるまとしては全部で28体ほどの展示をい
ただいているところです。2年前の前回の時は元町地
区だけだったんですが、今回は年貢町から元町、中町、
天神町、二番町、一番町ということで、範囲もかなり
広がりまして、参加いただいているアーティストも前
回約20名だったところ、今回は倍の40名ということで、
だいぶ規模のほうも広がってまいりました。それから、
イベントといたしまして同じ3ページの下のほうにな
りますけれども、今回このビエンナーレの一環としま
して、イベントとしましては、これは9月4日だったん
ですがプレイベントということで、小松美羽さんとい
う現代アーティストの小松美羽さんが南湖の芝生公園
でライブペイント。実際その場で絵を描くという大き
なキャンバスに、その場でインスピレーションを得た
もので絵を描くというライブペイントをやったんです
が、それは9月4日に終わってしまったんですけれど
も、その実際書いた作品は南湖の翠楽苑のほうに今展
示しております。ですので、是非そちらのほうを絵の
作品と一緒にその時着ていた袴ですね。それも一緒に
展示しておりますので、是非ご覧になっていただきた
いと思います。続きまして、イベントといたしまして
は今度9月17日に「ＥＭＡＮＯＮ」のほうで大橋香奈
さん、水野大二郎さんのワークショップがございます。
それから9月18日の萩原朔美さんの講演会なんです
が、こちら今日、チラシで緑色のチラシのほう持って
まいりました。緑のほうのチラシご覧いただきたいん
ですが、萩原朔美さんは今、前橋文学館の館長もされ
ていますが、映像作家、それからご自身俳優だったと
いう経歴をお持ちの方で、「天井桟敷」なんていう劇
団を起ち上げを行ったり、ご自身俳優をされたりとい
う様々な経歴を持ってらっしゃる方です。萩原朔美さ
んなんですが、おじいさんが詩人の萩原朔太郎さんな
んですが白河市にゆかりがあるということで、萩原朔
太郎さんの奥さんが白河出身というそういったご縁が
ございまして、今回9月18日に「りぶらん」で1時から
講演をいただくことになっております。こちらのほう
も「萩原朔太郎と旅」ということで、白河東北にゆか
りがあるお話を聞けると思いますので、こちらのほう

も参加いただける方は是非参加いただきたいと思いま
す。こちら講演会になっているんですが、同じ「りぶ
らん」で萩原朔美さんご自身の撮った写真、映像も展
示しておりますので、そちらのほうも是非お楽しみい
ただきたいと思います。それから、もう一つイベント
としまして9月19日になりますが、もう一つのチラシ
を持ってまいりましたが、アニメーション上映会です。
こちらは「アニメーションmeets白河」というイベン
ト名になっておりますが、伊藤有壱さんというアー
ティスト、映像のプロデュースをされるアニメーショ
ンプロデューサーの伊藤有壱さんなんですが、伊藤有
壱さんの代表作といたしましては、ＮＨＫのアニメ番
組で「ニャッキ」という、お子さんが小さい方いらっ
しゃったりするとわかったりするんですが、「ニャッ
キ」を作った方。それから、ミスタードーナツのポン
デライオンをデザインされたという有名な方でいらっ
しゃいます。その伊藤有壱さんがご自身の映像作品を
上映するのもありますが、この芸術祭の一環で伊藤有
壱さんが高校生、白河高校と白河旭高校の美術部員を
対象にワークショップを行いました。美術部員を対象
にコマ撮りでそのアニメを作ってまして、そのアニ
メーションを実際高校生が作ったものもその成果品を
9月19日に成果発表ということで初披露いたしますの
で、是非高校生がその指導を受けて作った映像も見て
いただきたいと思います。その高校生が作った映像
は白河だるまを使って高校生の視点で白河の魅力をＰ
Ｒするという内容で作っておりますので、高校生から
見た白河市の魅力というのも楽しめると思いますので、
こちらのほうもまだ参加者余裕がありますので、是非
ご参加いただきたいと思います。それから尚、お知り
合いの方、それからご家族の方にも声をかけていただ
きまして、多くの方に参加いただけるようお願いいた
します。それでは、リーフレットのほうの次のページ、
4ページ5ページを開いていただきますと、今展示して
いる会場の地図になっております。それから、次の
ページですね。6ページ7ページをご覧いただくと、今
回作品を出品、展示されている方のアーティストの一
覧表が載ってますが、先程申しあげたとおり前回20名
くらいでしたのが今回40名ということで、作家さんも
ほとんどの方が世界的に活躍されていらっしゃる方で
すので、どの方の作品がどこというのは、このパンフ
レットで前のページと見合わせながらですね、是非足
を運んでいただきたいと思います。展示の数も多いで
すし、範囲も前回は小峰城、それから町中だけだった
んですが、今回、南湖公園の周辺まで範囲も広がって
おりますので、こうゆっくりじっくり白河の町並みを
楽しみながら是非鑑賞していただきたいと思っていま
す。この芸術祭については、本当にこちらリーフレッ
トとか口で説明するよりも、実際にまず歩いて見てい
ただくことで、白河の町の中にこんなお店があったん
だとか、こんな裏口があったんだとか、そういったも
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のを改めて発見できる機会にもなっているかと思いま
す。そういったことで、この芸術祭なんですけれども
芸術祭は現代アート作品を鑑賞していただくという、
現代アート作品に触れていただくという機会を提供し
ていることはもちろんなんですが、その他に今ほど言
いましたその新たな例えば白河だるま、ちょっと話が
反れてしまうかもしれませんが狛犬。狛犬をモチーフ
にした作品などあるので狛犬ですとか、今回びゃっこ
い、表郷にあるびゃっこいなどに焦点をあてた写真
を出していらっしゃる方もいたり、そういった今ま
で身近にありながらちょっと気付かなかったという
地域資源を再発見するという機会にもなっています。
それから、その町の中を歩いていただいたり、他の
白河以外の方が白河に来るということで、地域の活
性化に繋げられる事業だと考えています。それから、
小学生や中学性や高校生を対象にワークショップも
行っているんですが、そういった若い人たちに若い
頃から現代アート作品、芸術家に触れて繋がってい
ただくことで、将来的な町作りの担い手を育成して
いくということも効果がある事業だと考えています。
ちょっと話が派生してしまうんですが今回、その前
回芸術祭をやった関係で小松美羽さんというその芸
術家との繋がりができたことによって、狛犬巡りと
いうパンフレットを作りまして、小松美羽さんが実
際白河に来て狛犬を紹介するというこちらの狛犬巡
りのパンフレットを作ったりということで、この芸
術祭を通して、新たなアーティストの方の繋がりを
通して、地域の魅力を発信できるという効果も出て
おります。それから、今回はこちらの芸術祭のオリ
ジナルグッズ、南湖にありますいかりやさんの所で
例えば盃のセットとか、わたくし共のほうでグッズ
を作ったりということで、新たな経済的な効果も派
生しているというところで、今後例えば、各商店さ
んのほうでオリジナルの「風月の芸術祭」を活用し
ていただいてオリジナルのグッズを作っていただく
とか、オリジナルのメニューを作っていただくとか、
そういったことで地域の活性化に繋がり、他の地域
から白河のほうに足を運んでいけるような芸術祭に
なっていけるといいと思っております。この芸術祭
を通して白河市の魅力が高まって、ますます白河市
の魅力を発信出来たらいいと思っております。時間
も大体このくらいかと思いますが、何回も申し上げ
ますが実際に足を運んでいただいて見ていただくこ
とが、よりこの芸術祭の魅力伝わるかと思いますの
で時間がある時には、町の中、それから南湖、小峰
城のほうに足を運んでいただきたいと思いますので、
どうぞよろしくお願いいたします。そして、お知り
合いの方に是非情報を繋いでいただきまして、もっ
ともっと多くの方に来ていただきたいと思いますの
でよろしくお願いします。本日はお時間いただきま
して、ありがとうございました。

藤田龍文委員長
　どうもありがとうございました。せっかく来てらっ
しゃるので、何か聞きたいこと等があれば、挙手を。
ないようなので、私のほうから少しちょっと。町中を
回遊してみてお勧めはやっぱり地図のなかで13番、こ
こは相当いいですね。13番とあと15番ですね。やはり、
ロータリー関係ですからみていただけると良いと思
います。またこちらの狛犬に関しましても、当クラブ
にも成井先生という詳しく解説していただける方もい
らっしゃますので、そういったことも含めて皆さん自
分の住んでいる地域をいろいろな歴史とかそういった
部分を再発見する機会を持っていただければと思いま
す。それでは、以上を持ちましてプログラム委員会の
担当の例会を終了させていただきたいと思います。そ
れでは、市役所の皆さんに大きな拍手で。

成井正之会員
　ご指名なので、狛犬の話を少しさせ
ていただきます。私がですね、狛犬の
講演やったのはおそらく7～8年前だと
思うんですけど。一番最初のとっかか
りは、2011年の震災の辺りにですね、
白河地区のこの県南地区の狛犬が倒壊

してるというのを酒井俊一郎さんという前の白河ロー
タリーの民報社の支社長さんに聞いて、ただ白河には
凄い狛犬があるんだよという話で、小冊子をいただい
たんですよね。実際見に行ったら彫りは深いし、作り
がいいし、他の神社で見た狛犬とはまるっきり違かっ
たわけですね。それで大きさも白河の石、おそらく
7尺とか10尺近くある石を削って作ったような大きな
ものだったということで。それで興味をもって写真を
撮り始めました。そのために狛犬撮るために十何万の
お金を出してカメラを買って写真を撮り始めたんです
が、狛犬の写真はこれからが一番いいです。何故かと
いうと、今まで夏だと神社大体暗い所にあるので、カ
メラでいくらストロボ炊いても反射しちゃって映んな
いんですね。これから枝葉が落ちますから、是非冬場
にかけて雪のかぶっている狛犬とかそういったものを
撮って歩くと面白い写真が撮れるんじゃないかなと思
います。そこからいろいろ鈴木市長にも話したりなん
だりして、予算がついてこういった小冊子まで作って
しまったと。本当に嬉しい限りなんですね。白河地区
のこの石の文化。狛犬ばかりじゃないんですけど、神
社の中で稲荷神社があるんですね。あそこにやっぱり
狐さんがあって、それも素晴らしい彫り物で出来てお
ります。この近郊に400近くありますから、是非見に
行っていただければ楽しいことが起きるんじゃないか
なと思います。これからも皆さん、興味をもって近く
の神社を見たら、狛犬がいるかいないのかなんていう
のを見て、是非興味を持っていただければと思います。

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/


